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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力側で発電機（２）へ出力側で多相交流グリッド（３）へ接続されるトランスレスイ
ンバータ（１）であって前記入力側の直流中間回路（４）の中間点（１２）と前記多相交
流グリッド（３）の中性導体（３３）の端子（３２）間のスイッチ（３５、３６）を有す
る多相インバータブリッジ（５）を含むトランスレスインバータ（１）を動作させる方法
において、
　第１の動作条件であって、
　（１－１）前記トランスレスインバータ（１）において測定する残留電流、漏れ電流が
、前記スイッチ（３５、３６）の開状態で第１の電流制限を越えること、
　（１－２）前記トランスレスインバータ（１）において測定する残留電流、漏れ電流が
、前記スイッチ（３５、３６）の閉状態で前記第１の電流制限より小さい第２の電流制限
を越えること、
　（１－３）前記直流中間回路（４）に接続する前記発電機（２）に対する漏れ電流が、
容量制限を越えるということ、
　（１－４）多相交流グリッドの位相導体（２２～２４）に、非対称給電が意図されてい
ること、
の少なくとも１つを含む第１の動作条件が存在する場合、電力がスイッチ（３５、３６）
閉状態で前記インバータブリッジ（５）により前記直流中間回路（４）から前記交流グリ
ッド（３）中へ送出され、
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　前記第１の動作条件から前記第１の動作条件と異なる第２の動作条件であって、
　（２－１）前記トランスレスインバータ（１）において測定する残留電流、漏れ電流が
、スイッチ（３５、３６）開状態で第１の電流制限を維持すること、
　（２－２）前記トランスレスインバータ（１）において測定する残留電流、漏れ電流が
、スイッチ（３５、３６）閉状態で第１の電流制限より小さい第２の電流制限を維持する
こと、
　（２－３）直流中間回路に接続する前記発電機（２）に対する漏れ容量が、容量制限を
維持すること、
　（２－４）前記直流中間回路（４）の中間回路電圧は前記交流グリッド（３）の相電圧
のピーク値の２倍に達しないこと、
　（２－５）多相交流グリッドの位相導体（２２～２４）に、対称給電が意図されている
ことの少なくとも１つを含む第２の動作条件へ遷移すると前記スイッチ（３５、３６）は
開放され、
　前記第２の動作条件から前記第１の動作条件へ遷移すると前記スイッチ（３５、３６）
は閉じられ、
　前記第２の動作条件が存在する場合、電力はスイッチ（３５、３６）開状態で前記イン
バータブリッジ（５）により前記直流中間回路（４）から前記交流グリッド（３）中へ送
出される、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記インバータ（１）において測定される残留電流ま
たは漏れ電流は、前記直流中間回路（４）の中間回路電圧を前記交流グリッド（３）の線
間電圧のピーク値超から前記相電圧のピーク値の２倍の値超まで増加することによりスイ
ッチ（３５、３６）開状態で低減される、ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　入力側の直流中間回路（４）と、
　多相インバータブリッジ（５）と、
　発電機（２）の入力側端子と、
　多相交流グリッド（３）の出力側端子部（１９～２１、３２）と、
　前記入力側直流中間回路（４）の中間点（１２）と前記多相交流グリッド（３）の中性
導体（３３）の端子（３２）間のスイッチ（３５、３６）と、
　前記インバータブリッジ（５）と前記スイッチ（３５、３６）を請求項１又は２に記載
の方法に従って制御するコントローラ（４４）とを有するトランスレスインバータ（１）
。
【請求項４】
　請求項３に記載のインバータ（１）において、前記インバータ（１）における残留電流
または前記入力側で前記インバータ（１）へ接続された前記発電機（２）の漏れ電流を測
定するための測定装置が前記コントローラ（４４）へ接続され、前記測定装置は残留電流
センサ（４３）を含む、ことを特徴とするインバータ（１）。
【請求項５】
　請求項３または４に記載のインバータ（１）において、前記インバータブリッジ（５）
は、前記直流中間回路の前記中間点（１２）と前記インバータブリッジ（５）のハーフブ
リッジ（６～８）の中間点（１０）間の双方向スイッチ（１１）を有する多重回路を含む
、ことを特徴とするインバータ（１）。
【請求項６】
　請求項３乃至５の何れか一項に記載のインバータ（１）において、
　前記スイッチ（３５、３６）はライン（３４）に配置され、前記ライン（３４）は、前
記直流中間回路（４）の前記中間点（１２）と、前記インバータブリッジ（５）から前記
交流グリッド（３）の位相導体（２２～２４）の端子（１９～２１）へ至る前記ライン（
３４）およびライン（１６～１８）へ接続された第１のキャパシタ（３９）と前記位相導
体（２２～２４）の前記端子（１９～２１）へ至る前記ライン（３４）とライン（１６～
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１８）とへ接続された前記インバータ（１）の第２のキャパシタ（４０）間に位置する点
における前記中性導体（３３）の前記端子（３２）とを接続する、ことを特徴とするイン
バータ（１）。
【請求項７】
　請求項６に記載のインバータ（１）において、別のスイッチ（２７、２８）が、前記イ
ンバータブリッジ（５）から前記交流グリッド（３）の前記位相導体（２２～２４）の前
記端子（１９～２１）へ至る各ライン（１６～１８）に設けられる、ことを特徴とするイ
ンバータ（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力側で発電機へ出力側で多相交流グリッドへ接続されるインバータであっ
て直流中間回路の中間点と交流ネットワークの中性導体の端子間のスイッチを有するイン
バータとそのインバータを動作させる方法に関する。
【０００２】
　交流グリッドの中性導体は零導体とも呼ばれる。
【背景技術】
【０００３】
　入力側で発電機へ出力側で多相交流グリッドへ接続されるインバータであって直流中間
回路の中間点と交流グリッドの中性導体の端子間のスイッチを有するインバータは欧州特
許第２６０８３７５Ａ２号明細書から知られている。この公知のインバータにより電力が
直流中間回路へ接続された太陽電池発電器から交流グリッドへ送出されるときは常に、ス
イッチは閉じられる。スイッチは別の電気機械スイッチと直列に接続された電気機械スイ
ッチである。２つの電気機械スイッチのこのような直列構成はまた、インバータのインバ
ータブリッジと交流グリッドの位相導体の端子間に設けられる。直流中間回路の中間点と
中性導体の端子間の電気機械スイッチをそれらの分離性能に関して試験するために、スイ
ッチは個々に開閉され得る。
【０００４】
　電気機械スイッチを試験することに関してさえ、インバータブリッジと交流グリッドの
位相導体の端子間のすべての電気機械スイッチが閉じられ、一方直流中間回路の中間点と
中性導体の端子間の１つまたは両方の電磁開閉器がそれぞれ閉じられるインバータのいか
なる状態も欧州特許第２６０８３７５Ａ２号明細書には記載されていない。
【０００５】
　欧州特許第２１０７６７２Ａ１号明細書から、交流グリッドの中性ラインと直流中間回
路の中間点との接続無しに入力側で発電機へ出力側で多相交流グリッドへ接続された三相
インバータは知られている。このインバータは高効率を有し、直流中間回路では低い中間
回路電圧で機能する。しかし、このインバータでは、直流中間回路へ接続された発電機か
ら流れる漏れ電流が比較的大きいことが分かった。加えて、交流グリッドの異なる相内へ
の電力のいかなる非対称給電も可能ではない。
【０００６】
　欧州特許第２１０７６７２Ａ１号明細書から公知の三相インバータでは、直流中間回路
の中間点は、インバータのインバータブリッジのハーフブリッジの中間点から交流グリッ
ドの位相ラインに至るラインへフィルタキャパシタを介し接続され、フィルタインダクタ
ンスはこれらのラインに配置される。ハーフブリッジは多重（ｍｕｌｔｉ－ｌｅｖｅｌ）
回路特に３重（ｔｈｒｅｅ－ｌｅｖｅｌ）回路として構成される。インバータブリッジの
中間点はそれぞれ、対向する遮断方向を有する２つの直列接続半導体スイッチからなる双
方向スイッチを介し直流中間回路の中間点へ接続される。
【０００７】
　欧州特許第２３７５５５２Ａ１号明細書から、欧州特許第２１０７６７２Ａ２号明細書
に記載のような入力側で発電機へ出力側で多相交流グリッドへ接続されたインバータを動
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作させる方法は知られている。この公知の方法では、インバータの動作中に発生する漏れ
電流は、インバータの入力側の直流中間回路の中間回路電圧を増加させることにより低減
される。これは、その直流中間回路の中間点と出力側に接続された交流グリッドの中性ラ
インとの接続無しにインバータにより許容される低い中間電圧の範囲内で可能である。交
流グリッドの位相－位相ライン（ｐｈａｓｅ－ｔｏ－ｐｈａｓｅ　ｌｉｎｅ）電圧のピー
ク値と交流グリッドのピーク位相－中性ライン（ｐｈａｓｅ－ｔｏ－ｎｅｕｔｒａｌ　ｌ
ｉｎｅ）電圧の２倍の値との間のこの電圧範囲内では、インバータブリッジのスイッチは
、位相ライン中へ送出される交流電流が所謂過変調により形成されるように駆動される。
この過変調は、中間回路電圧の低下時に過変調の増加度とともに増加する漏れ電流を生じ
る。したがって、直流中間回路へ接続された発電機の漏れ容量にさらに依存する漏れ電流
は、中間回路電圧を増加することにより低減され得る。
【０００８】
　欧州特許第２３６７２７２Ａ２号明細書から、入力側で発電機へ接続され三相ブリッジ
回路を含むインバータは公知であり、インバータの出力側の位相ラインは三相交流グリッ
ドへ接続され得る。インバータは、交流グリッドの中性ラインへのいかなる接続も含まな
い。共通接続点へ接続されたキャパシタは各位相ラインへそれぞれ接続される。インバー
タの入力側の中間回路は、減衰抵抗器を介し接続点へ接続された平滑キャパシタの直列配
置へ接続される。
【０００９】
　米国特許出願公開第２０１３／０２２９８３７Ａ１号明細書から、交流グリッドの電力
品質を改善するために能動フィルタとして動作されるトランスレス変換器は知られている
。変換器は、交流側で交流グリッドへ直流側で直流中間回路へ接続される三相の変換器ブ
リッジを含む。制御可能スイッチが直流中間回路の中間点と多相交流グリッドの中性導体
の端子間に設けられる。このスイッチは、一方では実際の直流中間回路の中間点へ他方で
は補助キャパシタモジュールの中心点へ接続された中性ラインの２つの分岐内の２つの別
個のチョークモジュールと組み合わせられる。変換器は、スイッチ開状態で３ｐ３ｗ構成
またはスイッチ閉状態で３ｐ４ｗ構成の何れかとなるスイッチにより構成され得る。リプ
ル電流を抑制するために直流中間回路の能力を増す補助キャパシタモジュールは３ｐ４ｗ
構造の一部を形成する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、入力側で発電機へ出力側で多相交流グリッドへ接続されるインバータを動作
させる方法と、大きな漏れ容量を有する発電機へ入力側で接続される際に最適なやり方で
多くの動作条件をカバーするインバータとを提供する目的を有する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の目的は、独立請求項１の特徴を有する方法と独立請求項５の特徴を有するトラ
ンスレスインバータにより達成される。本方法およびインバータの好適な実施形態は従属
請求項において規定される。
【００１２】
　入力側で発電機へ出力側で多相交流グリッドへ接続されたトランスレスインバータであ
って入力側の直流中間回路の中間点と多相交流グリッドの中性導体の端子間のスイッチを
有する多相インバータブリッジを含むトランスレスインバータを動作させる方法では、電
力は、第１の動作条件が存在する場合、スイッチ閉状態でインバータブリッジにより直流
中間回路から交流グリッドへ送出され、一方、電力は、第１の動作条件と異なる第２の動
作条件が存在する場合、スイッチ開状態でインバータブリッジにより直流中間回路から交
流グリッドへ送出される。したがって、本発明による方法では、入力側の直流中間回路の
中間点と多相交流グリッドの中性導体の端子との接続はこれら動作条件に依存して確立ま
たは遮断される。
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【００１３】
　したがって、本動作条件では、インバータの効率が最適化され、漏れ電流の増加が最小
化され、交流グリッドの位相ライン中への非対称給電が実現され、および／または低いま
たは高い中間回路電圧が最適に利用され得る。
【００１４】
　本発明による方法を実行することは実際には、スイッチが開状態の場合インバータが入
力側のその直流中間回路の中間点と交流グリッドの中性ラインとの接続（直流中間回路の
中間点が例えばキャパシタを介し交流グリッドの位相ラインへ接続される）無しにインバ
ータに適切な有効回路（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｃｉｒｃｕｉｔ）を含むということを必要
とするということが理解される。キャパシタを介したこのような接続は追加的に、交流グ
リッドの位相ラインと交流グリッドの中性ライン間に存在し得る。但し、スイッチが開状
態である限り、入力側直流中間回路の中間点と中性ラインとは電気化学的に絶縁されたま
まである。スイッチが閉じられると、入力側の直流中間回路の中間点と出力側に接続され
た交流グリッドの中性ラインとの接続を有するインバータに適切な有効回路が生じる。
【００１５】
　スイッチ開状態で電力が直流中間回路から交流グリッド中へ送出される第２の動作条件
は、インバータにおいて測定される残留電流または漏れ電流がスイッチ開状態で第１の電
流制限を維持するということを特徴とし得る。換言すれば、残留電流または漏れ電流の値
はスイッチを閉じるためのいかなる理由も与えない。この場合、残留電流は、誤りに起因
する残留電流を指すのではなく、そのかなりの電流成分を形成する直流中間回路へ接続さ
れた発電機からの容量性漏れ電流を有するインバータの誤り無し（ｅｒｒｏｒ－ｆｒｅｅ
）動作において発生する残留電流を指す。
【００１６】
　逆に、インバータにおいて測定される残留電流または漏れ電流であってスイッチ閉状態
で第２の電流制限を維持する残留電流または漏れ電流は、スイッチを開放するための指標
であり得る。この場合、第２の電流制限は、スイッチ開状態における動作に起因する基本
的に高い残留電流を考慮するとともにスイッチの頻繁な作動を回避するために、第１の電
流制限より著しく低くてもよい。
【００１７】
　原理的に、直流中間回路へ接続された発電機に対して判断された漏れ容量値が容量制限
を維持すれば、電流制限と同じ判定基準が適用され得る。漏れ容量の値は、インバータの
規定動作で発生する漏れ電流したがって残留電流を規定する。漏れ容量が容量制限を維持
する限り、スイッチがそれぞれ開または閉状態である場合第１と第２の電流制限値を維持
することが可能である。発電機の漏れ容量を判断する方法は例えば国際公開第２０１１／
１２１０５６号パンフレットから知られている。
【００１８】
　第２の動作条件の有無の十分判定基準はさらに、直流中間回路の中間電圧が交流グリッ
ドのピーク位相－中性ライン電圧の２倍の値に達しないということである。しかし、これ
は、すべての交流グリッドの位相ライン中への対称的給電が意図されているという第２の
動作条件の有無の必要判定基準である。
【００１９】
　逆の考察が第１の動作条件に当てはまる。交流グリッドの位相ライン中への非対称給電
が意図されているということがその有無の十分判定基準である。さらに、インバータにお
いて測定された残留電流または漏れ電流がスイッチ開状態で第１の電流制限を越えるまた
はスイッチ閉状態で第２の電流制限を越えれば第１の動作条件が存在する。漏れ容量に関
する対応判定基準は、直流中間回路へ接続された発電機に対して判断された漏れ容量が容
量制限を越えるということである。
【００２０】
　第２の動作条件から第１の動作条件への遷移が本発明による方法において検知されれば
、スイッチは閉じられ、インバータのインバータブリッジの制御は、必要に応じ、そのよ
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うに適応化される。逆の考察は第１の動作条件から第２の動作条件への遷移に当てはまり
、ここでは、インバータのインバータブリッジの制御は、必要に応じ、スイッチ開状態で
の動作に適応化される。
【００２１】
　スイッチ開状態では、インバータにおいて測定される残留電流または漏れ電流は、直流
中間回路の中間電圧をピーク位相－位相ライン電圧より高い値から交流グリッドのピーク
位相－中性ライン電圧の２倍の値より高い値まで増加することにより低減され得るまたは
比較的小さく維持され得る。これは、このスイッチの閉鎖がインバータの効率に関する欠
点に関連付けられるのでスイッチを閉じる前に残留電流を当初制限するために利用され得
る。交流グリッドのピーク位相－位相ライン電圧は中間回路電圧の最小値を規定する。こ
の値未満では、いかなる無歪交流電流もスイッチ開状態ですら放出され得ない。交流グリ
ッドのピーク位相－位相ライン電圧を越えると、無歪交流電流は過変調によりスイッチ開
状態で放出され得る。
【００２２】
　過変調は、最大で交流グリッドの位相－中性ライン電圧のピーク値の２倍まで要求され
、直流中間回路へ接続された発電機の一定の漏れ容量では、中間電圧の増加と共に減少す
る漏れ電流の増加を生じる。過変調下のインバータのインバータブリッジを動作させるや
り方は、例えば欧州特許第２３７５５５２Ａ１号明細書から導出され得る。
【００２３】
　入力側の直流中間回路と、多相インバータブリッジと、多相交流グリッドの端子と、入
力側の直流中間回路の中間点と多相交流グリッドの中性導体の端子間のスイッチとを有す
る本発明によるトランスレスインバータは、本発明による方法に従ってインバータブリッ
ジとスイッチとを制御するコントローラを含む。
【００２４】
　第１と第２動作条件を検知するために、インバータの残留電流または入力側でインバー
タへ接続された発電機からの漏れ電流を測定するための測定装置がコントローラへ接続さ
れ得、測定装置は残留電流センサを含む。インバータブリッジは多重回路を含み得る。特
に、多重回路はタイプＮＰＣ（中性点クランプ：Ｎｅｕｔｒａｌ　Ｐｏｉｎｔ　Ｃｌａｍ
ｐｅｄ）の３重回路であり得る。より具体的には、多重回路は、直流中間回路の中間点と
そのハーフブリッジの中間点間の双方向スイッチを有するＢＳＮＰＣ（双方向スイッチ中
性点クランプ：Ｂｉｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｎｅｕｔｒａｌ　Ｐｏｉｎ
ｔ　Ｃｌａｍｐｅｄ）回路であり得る。これらの双方向スイッチは、対向する遮断方向を
有する一対の直列または並列接続半導体スイッチからなり得る。
【００２５】
　直流中間回路の中間点と中性導体の端子間のスイッチは、直流中間回路の中間点と、ラ
インに接続された第１と第２のキャパシタ間に位置する点における中性導体の端子とを接
続するラインに配置され得る。第１と第２キャパシタは、この場合、それらの両端で、交
流グリッドの位相導体の端子に至るラインへ接続される。第１と第２のキャパシタは、そ
れぞれが交流グリッドの位相導体の端子へのラインに追加インダクタンスを含むインバー
タの第１と第２のフィルタの一部であり得る。
【００２６】
　直流中間回路の中間点と交流グリッドの中性導体間のスイッチはインバータと交流グリ
ッドとを接続するためのリレーの一部であり得る。このとき、このリレーはさらに、イン
バータブリッジから交流グリッドの位相導体の端子へ至るラインに別のスイッチを含む。
しかし、個々のラインにおいて同期動作される個別スイッチを有する通常リレーとは異な
り、交流グリッドの中性導体へのラインのスイッチは別個に切り替えられるように構成さ
れなければならない。リレーは、そうでなければよくあることだが各ラインに２つの直列
接続電気機械スイッチを含み得る。
【００２７】
　本発明の有利な発展形態は、特許請求の範囲、明細書および添付図面から生じる。明細
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書内の上記いくつかの特徴のおよび特徴の組み合わせの利点は、単に例示的であり、本発
明の実施形態により必然的に達成される利点無しに代替的または累積的に成立し得る。添
付特許請求の範囲の請求主題の範囲を変更すること無く、以下は、最初に出願された出願
文書および特許の開示内容に関し当てはまる：別の特徴が、添付図面から、特には様々な
部品間の相対配置および相互作用から導出され得る。本発明の様々な実施形態の特徴また
は様々な特許請求項の特徴の組み合わせもまた、特許請求の範囲の選択された後方参照（
ｂａｃｋ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ）から逸脱して可能であり、示唆される。これはまた、
別の図に示されるまたはその説明において記述されるこのような特徴に関する。これらの
特徴はまた、異なる特許請求項の特徴と組み合わせられ得る。加えて、特許請求の範囲に
おいて列記された特徴は、本発明の別の実施形態では省略され得る。
【００２８】
　特許請求の範囲と明細書において述べられた特徴は、正確にそれらの数または記載の数
より大きな数が、用語「少なくとも」の明示的な使用を必要とすることなく存在するよう
に理解されるものとする。例えば、一要素について述べられれば、これは、正確に１つの
要素、２つの要素、またはより多くの要素が存在するやり方で理解されなければならない
。これらの特徴は、他の特徴により補完されてもよいし、それぞれの製品に含まれる唯一
の特徴であってもよい。
【００２９】
　特許請求の範囲に含まれる参照符号は、特許請求の範囲により保護される主題の範囲を
制限しない。これらは、特許請求の範囲をより容易に理解可能にするようにすることだけ
を目的としている。
【００３０】
　以下に、本発明はさらに示され、添付図面を参照して実施形態により説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、本発明によるインバータの基本構造を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　図１は、その入力側が太陽電池発電器２へ接続され出力側が三相交流グリッド３へ接続
された本発明によるインバータ１を示す。アースに対する明確な漏れ容量を有する発電機
の一例としての太陽電池発電器２はインバータ１の三相インバータブリッジ５へ接続され
た分割（ｓｐｌｉｔ）直流中間回路４を充電する。インバータブリッジ５の３つのハーブ
リッジ６～８はそれぞれＢＳＮＰＣタイプの３重回路として構成される。この目的のため
、ハーブリッジ６～８は、中間点１０と直流中間回路４の２つの外側ポールの一方との間
に接続されるスイッチ９に加えて、中間点１０と直流中間回路４の中間点１２間の双方向
スイッチ１１を含む。双方向スイッチ１１はそれぞれ、対向する遮断方向を有する一対の
半導体スイッチ１３および逆平行ダイオード１４からなる。
【００３３】
　スイッチ９はまた、半導体スイッチからなり、従来の配向の遮断方向および逆平行ダイ
オード１５を含む。各ハーフブリッジ６～８の中間点１０から、それぞれのライン１６～
１８は交流グリッド３の３つの位相導体２２～２４のうちの１つの３つの端子１９～２１
のうちの１つに至る。この場合、電流センサ２５、インダクタ２６、リレー２９の２つの
直列接続電気機械スイッチ２７、２８、および別のインダクタ３０、３１はこれらのライ
ン１６～１８に配置される。交流グリッド３の中性導体３３の追加端子３２がライン３４
を介し直流中間回路４の中間点１２へ接続される。この場合、中間点１２から見て、リレ
ー２９の２つの直列接続電気機械スイッチ３５、３６とインダクタ３０、３１へ結合され
たインダクタ３７、３８とがこのライン３４に設けられる。スイッチ３５、３６はリレー
２９へ割り当てられるが、スイッチ２７、２８と独立に切り替え可能である。
【００３４】
　スイッチ３５、３６の上流側では、中間点１２から見て、ライン３４はキャパシタ３９
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を介しライン１６～１８へ接続される。スイッチ３５、３６の下流とインダクタ３７、３
８間には、別のキャパシタ４０がそれぞれライン３４と、ライン１６～１８のうちの１つ
とへ接続される。追加キャパシタ４１がすべてのライン１６～１８、３４とアース４２間
に設けられる。インダクタ２６とフィルタキャパシタ３９は、正弦フィルタとして設計さ
れ得るインバータ１の第１のフィルタ４６を形成する。インダクタ３０、３１、３７、３
８とキャパシタ４０、４１は、インバータ１の別の正弦フィルタおよび／またはラインフ
ィルタとして設計され得るインバータ１の第２のフィルタ４７を形成する。第１のフィル
タ４６と第２のフィルタ４７間では、スイッチ３５、３６がライン３４に設けられる。
【００３５】
　インバータ１は、開スイッチ３５、３６（すなわち中間点１２と中性導体３３間のガル
ヴァニック接続無し）により第１の動作モードで動作される。しかし、インバータ１にお
ける残留電流または残留電流センサ４３により判断される太陽電池発電器２の漏れ電流が
大きくなり過ぎれば、または電流センサ２５の制御下で個々の位相導体２２～２４中への
非対称給電が意図されていれば、スイッチ３５、３６はインバータ１のコントローラ４４
により閉じられる。残留電流センサ４３はこの場合、インバータ１の交流側に配置される
。但し、残留電流センサ４３はまた、インバータの直流側に配置され得る。コントローラ
４４はまた、ライン１６～１８とライン３４間（すなわち測定装置４５を介し各位相導体
２２～２４と中性導体３３間）の電圧を判断する。これにより、コントローラ４４はまた
、個々の位相導体２２～２４間の電圧を間接的に判断する。コントローラは通常、ハーフ
ブリッジ６～８の中間点１０においてインバータ１により放出された電圧が測定装置４５
により測定される交流グリッド３の電圧と同期された場合だけリレー２９（すなわち少な
くともスイッチ２７、２８）を閉じる。
【００３６】
　スイッチ３５、３６の位置に依存して、コントローラ４４はまた、図１に不図示の制御
ラインを介しインバータブリッジ５のスイッチ９、１１を制御する。スイッチ３５、３６
の開状態では、これは例えば欧州特許第２３７５５５２Ａ１号明細書から知られた方法に
従って行われる。スイッチ３５、３６の閉状態では、制御は、交流グリッド３の位相導体
２２～２４中への対称的給電または非対称給電の何れかが実現されるように選択され得る
。開状態では、対称的給電だけが合理的である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　インバータ
　２　太陽電池発電器
　３　交流グリッド
　４　直流中間回路
　５　インバータブリッジ
　６　ハーフブリッジ
　７　ハーフブリッジ
　８　ハーフブリッジ
　９　スイッチ
　１０　中間点
　１１　双方向スイッチ
　１２　中間点
　１３　半導体スイッチ
　１４　逆平行ダイオード
　１５　逆平行ダイオード
　１６　ライン
　１７　ライン
　１８　ライン
　１９　端子
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　２０　端子
　２１　端子
　２２　位相導体
　２３　位相導体
　２４　位相導体
　２５　電流センサ
　２６　フィルタインダクタ
　２７　電気機械スイッチ
　２８　電気機械スイッチ
　２９　リレー
　３０　インダクタ
　３１　インダクタ
　３２　端子
　３３　中性導体
　３４　ライン
　３５　電気機械スイッチ
　３６　電気機械スイッチ
　３７　インダクタ
　３８　インダクタ
　３９　キャパシタ
　４０　キャパシタ
　４１　キャパシタ
　４２　アース
　４３　残留電流センサ
　４４　コントローラ
　４５　測定装置
　４６　フィルタ
　４７　フィルタ
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